
 

［申込先] 
東京都理化教育研究会 化学講演担当 
   折霜 文男 
 

https://forms.office.com/r/5A2Efc7Lun 

 

締め切り 10 月 10 日（土） 

※定員になり次第締め切りとなります。 

 

［問い合わせ先] 

化学講演担当  折霜 文男 

Fumio_Orishimo[a]education.metro.tokyo.jp 
 

令和8年７月２日 

学校長 殿 

東京都理化教育研究会  

会長 中野 清吾 

(東京都立広尾高等学校長) 

 

 

東京都理化教育研究会 

化学実験実技講習会のお知らせ 
 

  平素から本研究会の活動に対し、ご協力頂きありがとうございます。さて、標記の件につきまして、

下記により開催致しますので是非ご参加ください。貴校の化学科教員の出張について、特段のご配慮

をよろしくお願い申し上げます。なお、化学実験実技講習会への参加は研修出張の扱いが可能です。

また、実験会場の都合上、先着20名までとなりますので予めご了承ください。 

 

 記  

 

主 催  東京都理化教育研究会 

講 師   工学院大学 先進工学部応用化学科 教授 小林 元康 先生 

日 時  令和8年10月17日（土） １3：３０～17：00（予定） 

場 所  工学院大学新宿キャンパス 地下１階化学実験室（AB-111室） 

      東京都新宿区西新宿１-24-２ （新宿駅西口地下通路から直通徒歩５分） 

 時 程  １３：００ 受付開始 

      １３：３０ 化学実験実技講習会 

テーマ  「時計反応を利用した反応速度の学習と探求」 

内 容   試薬を混ぜてから時間が経つと急に溶液の色が変わったり、周期的に変化したりす

る反応は、時計反応や信号反応と呼ばれ、様々な試薬の組み合わせが知られています。

今回は、チオ硫酸イオンと三ヨウ素化物イオンとの酸化還元反応に鉄（Ⅲ）イオンと

デンプンを用いて時計反応を作り出し、濃度や温度によって反応速度が変わる様子を

皆さんに実験して頂きます。これは、2025 年度化学グランプリ二次選考で実施され

た内容であり、反応速度を求める実験から反応次数の決定、アレニウスプロットの作

成、活性化エネルギーを求めるといった発展的な学習に繋がる要素を含んでいます。

授業における生徒への話題提供や、探究活動のヒントにご活用ください。 

       

申  込 下記のQR コードまたは、forms のリンクからお申込みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工学院大学 小林元康 教授 
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